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この構想図をもとに、幾度かの推敲を重ね、作文を書き上げた。推敲も
また、自らの作文をメタ教材とする理解領域の言語活動（関連指導）であ
る。以下に、生徒Yが書いた作文と一通りの学習を終えた際の感想を掲げ
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る。
「家族での会話」生徒Y毎日の夕食の時、家族での会話はあるでしょうか。近年は会話がだ
んだん減っているそうです。朝日新聞の「天声人語」というコラムに
もこのことが書かれていました。その内容とは次のようなものです。
ある高校一年生が、共働きの両親と小学生の子ども二人の四人家
族の知り合いの家に泊まりに行きました。その高校生は、夕食の
風景がおかしいと感じました。飲み会や残業で忙しいおじさんが
珍しく居合わせたのに、彼はテレビの野球中継に夢中だし、おば
さんは台所と行ったり来たりでほとんど座らない。子どもたちは
食べてばかり、といったふうに結局バラバラだったのです。
という内容でした。
私は、このコラムを読んで、このままの状態が続いてしまって大丈
夫なのか、と思っていました。こんな状態が続いてしまっていたら、
そのうち家族みんながすれちがってしまい、よく耳にする「家庭崩壊」
になってしまうのではないでしょうか。そもそも、原因は誰がつくっ
ているのでしょうか。私もおじさんだと思います。毎日早く帰ってく
るならともかく、残業などいろいろあってあまり居合わせないおじさ
んが珍しく家にいたのに、テレビの野球中継なんぞに夢中になってい
るのが悪いのです。おばさんも、台所と行ったり来たりで座らないと
いう問題もあります。子どもたちも食べてばかりです。しかし、おじ
さんがテレビを見なければ、会話は成り立っていたのかも知れません。
私の家では、食事中、絶対にテレビを見ません。しかし、たまにテ
レビがつけっぱなしになっている時があります。すると、テレビに夢
中になってしまい、家族での会話はあまりありませんでした。
そこで、私は考えてみました。原因はやはりテレビにあるのではな
いかと思うのです。テレビでは、常に誰かが音を発しています。その
音をみんなは聞きのがすまいと、静かにしてしまうのではないでしょ
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うか。その結果、誰もしゃべらなくなり会話がなくなってくるのです。
解決策は、テレビを消すことです。そうすれば、会話は出てくると思
うのです。
でも、夕食の時に会話がないくらいで、家族がすれちがっていって、
r家庭崩壊」というものになってしまう、というのは少し考えすぎか
もしれません。しかし、そういう小さなきっかけでも可能性は充分に
あります。もし、r家庭崩壊」などという深刻な問題にならなくとも、
会話がない夕食なんてとても寂しいことです。それに、時間がもった
いないです。どうせ同じことをするのなら、“寂しい”よりも“楽し
い”方が断然いいです。不景気などそのようなことも、今の日本には
たくさんあります。だから、働いているお父さんは大変です。残業も
増えてしまっています。そういう時代だからこそ、“いやし”がとて
も大事だと思います。
私は家族での会話の時間こそいやしてくれるものだと思います。
だから、これからも家族でいる時間と会話とを、もっともっと大事に
していきたいです。
＜学習を終えて＞
たった数時間という短い時間で、下手なりにも作文を書くのが上手
になったという気がしました。夏休みに書いた感想文と今回の作文の
清書とを比べてみると、全然違います。例えば、夏休みの作文の方は、
感想といいながら、自分の考えが入っていなかったり、疑問点がはっ
きりしなかったりなど、ただ何となく書いているだけといった感じで
した。しかし、清書したものは、それなりに整理がされていて良くなっ
ていると感じます。
ほかの人はもっとすごいなと感じました。一番印象に残っているの
は、Xさんです。犯罪という難しい題材でした。しかし、文章の展開
などとてもなめらかで、意見や解決策などよくまとまっていました。
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私は、まだまだ上手にはなれないけれど、今回の学習を活かして、
もっと上手な作文が書けるように努力していきたいです。
（5）関連指導の分析と考察
以上、顕在的関連指導の有効性について、一人の女子生徒Yのポートフォ
リオを追いながら検証してきた。各指導過程の表現領域と理解領域におけ
る言語活動、さらには、立ち止まっての形成的評価があいまって、螺旋的
な高まりを見せている。「工自分の意見が相手に効果的に伝わるように、
根拠を明らかにし、論理の展開を工夫して書くこと。」という目標に対し
て、それなりの成果が挙げられたものと考える。ある時点での言語活動が
どちらの領域にあり、それは対峙する領域のどのような言語活動と響きあっ
ているのか。さらには、その相乗効果が、どのようなねらいに向いて機能
しているのか。このようなことを意識して指導過程を構築していくことは、
指導時数が限られている現状にあって、密度の濃い指導を展開していく上
でのストラテジーとなる。
lVおわりに
今回取りあげた実践は、文章表現化を終着点とするのではなく、弁論へ
とつなげる単元の一環である。書き言葉をどのように話し言葉に持ち込む
かの実践に外ならない。したがって、相手意識・目的意識が確立されるこ
と、他の学習者・指導者から意見をもらい聴き手（聴衆）に自分の思いを
より伝えることのできる原稿を作り上げること（形成的評価の繰り返し）、
ノンバーバルも含む表現方法について学ぶこと、などが求められてくる。
また、一連の過程を顧みるとき、関連指導が総合的学習を支える証であ
ることも明らかとなる。これらのことについては、稿を新たにして論じた
い。
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【注】
（1）文部省『小学校指導書国語編』（昭和52年改訂）大阪書籍p．3
（2）湊吉正他編r小学校国語科教育法』桜楓社p．171
（3）生野金三「友田宜剛の綴り方教授論の研究（皿）」（『西南学院大学児童教育学
論集第15巻第2号』所収）p．83
（4）同上書p．83
（5）関連指導の類型については、『国語教育指導用語辞典』（教育出版）、『国語教育
研究大辞典』（明治図書）、『国語教育辞典』（朝倉書店）において、＜顕在的関
連＞と同様の捉え方を示している。
（本学発達科学部教授）
（埼玉県新座市立第三中学校教頭）
（関東短期大学助教授）
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